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自治労第８０回
定 期 大 会

自
治
労
は
、
全
水
道
、
都
市
交
と
の
組
織
統
合
に
伴
い
、「
自
治
労
以
外
の
新
た
な
組

織
名
称
」
を
選
択
す
る
こ
と
を
８
月
２８
～
２９
日
、
千
葉
で
開
か
れ
た
第
８０
回
定
期
大
会

で
決
定
し
た
。
新
た
な
名
称
は
、
綱
領
、
規
約
な
ど
と
と
も
に
来
年
の
大
会
で
提
案
さ

れ
、
１
年
間
の
討
議
を
経
て
２
０
１
０
年
の
大
会
で
最
終
案
と
す
る
。

全
水
道
、
都
市
交
及
び
自

治
労
に
よ
る
地
方
公
務
員
労

組
の
完
全
組
織
統
合
は
、
昨

年
の
岩
手
大
会
で
正
式
に
確

認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

新
た
な
組
織
名
称
に
つ
い
て

「
自
治
労
を
残
す
べ
き
」
と

の
意
見
が
だ
さ
れ
、
そ
の
扱

い
に
つ
い
て
議
論
が
続
い
て

い
た
。

自
治
労
本
部
は
「
自
治
労

以
外
の
名
称
を
選
択
」
す
る

と
い
う
組
織
討
議
案
を
示

し
、
全
国
的
な
討
議
が
重
ね

ら
れ
た
が
反
対
意
見
が
あ
る

な
か
で
の
決
定
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
で
、
組
織
統
合

に
向
け
た
議
論
は
、
具
体
的

な
新
組
織
の
名
称
、
綱
領
、

規
約
な
ど
の
根
幹
部
分
に
移

り
、
早
け
れ
ば
、
年
明
け
の

１
月
中
央
委
員
会
に
こ
れ
ら

の
「
組
織
討
議
原
案
」
が
示

さ
れ
、
２
０
０
９
年
大
会
で

提
案
、
２
０
１
０
年
大
会
で

最
終
案
と
し
て
確
認
さ
れ
、

同
年
秋
の
新
組
織
の
結
成
大

会
で
採
択
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。道

本
部
は
、「
名
称
変
更
」

問
題
に
つ
い
て
は
、「
基
本
的

に
支
持
す
る
」
立
場
を
道
本

部
中
央
委
員
会
等
で
確
認
、

地
方
・
単
組
・
総
支
部
か
ら

意
見
を
集
約
し
て
き
た
。

「
名
称
変
更
し
て
ま
で
統

合
す
る
必
要
が
な
い
」
な
ど

一
部
の
地
本
や
単
組
に
反
対

の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
組
織

統
合
が
「
対
等
合
併
」
で
あ

る
こ
と
や
、
す
で
に
自
治
労

が
「
民
間
公
共
サ
ー
ビ
ス
関

連
労
組
の
連
合
体
」
と
な
っ

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
全

体
と
し
て
は
「
名
称
問
題
よ

り
、
綱
領
や
規
約
、
運
動
の

方
向
を
議
論
す
べ
き
」
と
の

考
え
方
が
多
数
を
占
め
た
。
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２
０
１
０
年
秋
に
３
単
産
統
合

岡部委員長はあいさつで、格差社会、非正規雇用の拡大など日本社会の閉塞状況にふれ、自治労の
果たす役割が一層大きくなっていることを強調した＝８月２８日、千葉ポートアリーナ

来
年
５
月
、
裁
判
員
制
度
開
始
。
す

で
に
道
内
の
候
補
者
が
決
ま
っ
て
い
る

と
い
う
。
選
ば
れ
た
時
は
ど
う
す
る
？

正
当
な
辞
退
事
由
が
な
い
と
断
れ
な

い
。
し
か
し
、
国
民
主
導
で
正
義
を
実

現
す
る
大
切
な
制
度
だ
。
職
場
の
休
暇

も
制
度
化
し
な
く
て
は
。

泊
原
発
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
有
識

者
会
議
で
、
北
電
側
の
安
全
管
理
体
制

の
説
明
に
具
体
性
が
な
く
も
め
て
い

る
。
も
と
も
と
危
険
な
プ
ル
サ
ー
マ
ル

に
安
全
は
あ
り
え
な
い
。
道
も
そ
ろ
そ

ろ
福
島
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
検
討
会
に

学
ん
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。

都
市
交
は
結
成
か
ら
６１
年
間
、

全
国
で
地
下
鉄
事
業
、
バ
ス
事
業

を
中
心
に
公
営
交
通
の
維
持
存
続

さ
ら
に
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
い
、
ピ
ー
ク
時
に
は
４２
単
組

を
数
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

規
制
緩
和
が
始
ま
っ
た
２
０
０
０

年
か
ら
わ
ず
か
５
年
間
に
７
つ
の

都
市
、
さ
ら
に
今
年
に
入
っ
て
か

ら
も
、
３
都
市
で
市
営
バ
ス
事
業

が
廃
止
・
撤
退
、
民
営
化
、
第
３

セ
ク
タ
ー
化
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
３０
単
組
に
減
少
し
て
き
て
い
ま

す
。公

営
バ
ス
事
業
を
め
ぐ
っ
て
は

「
乗
合
バ
ス
に
お
け
る
管
理
の
受

委
託
の
範
囲
の
拡
大
」
が
強
行
さ

れ
、
事
業
の
縮
小
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
況
が
つ
づ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
地
下
鉄
事
業
を
抱

え
る
大
都
市
も
例
外
で
は
な
く
、

事
業
の
一
部
委
託
や
、
賃
金
・
給

料
表
の
大
幅
な
引
下
げ
、
自
主
自

立
経
営
の
「
改
善
型
公
営
交
通
」

と
し
て
事
業
を
存
続
さ
せ
て
い
る

の
で
す
。

都
市
交
は
７
月
１０
日
、
第
７４
回

定
期
大
会
を
開
催
し
て
、
三
単
産

組
織
統
合
に
向
け
た
課
題
を
共
有

化
し
、
完
全
統
合
に
向
け
た
方
針

を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月

６
日
に
設
置
さ
れ
た
、
北
海
道
段

階
で
の
「
連
絡
会
」
に
は
東
北
・

北
海
道
地
本
の
札
幌
、
苫
小
牧
、

函
館
の
３
単
組
で
参
画
し
ま
す
。

北
海
道
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
す
べ
て
の
仲
間
が
、
同
じ

方
向
を
向
き
な
が
ら
、
新
た
な
組

織
の
中
で
生
か
さ
れ
る
よ
う
、
積

極
的
な
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

公
営
交
通
の
発
展
に
向
け
て

都
市
交
通
北
海
道
会
議
事
務
局
次
長

田
村

雅
志

現業労働者
集 会

８
月
９
日
、１０
日
の
両
日
、

定
山
渓
で
３９
単
組
１
６
１
人

（
う
ち
女
性
２９
人
、
公
共
民

間
４
人
）
が
参
加
し
、
現
業

公
企
労
働
者
集
会
が
行
わ

れ
、
今
後
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
に
つ
い
て
熱
い
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表

し
て
、
湊
道
本
部
現
業
公
企

評
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

道
本
部
三
浦
執
行
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
来
賓
と
し
て

全
水
道
・
藤
井
書
記
長
の
連

帯
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

レ
ー
ベ
ン
企
画
の
南
雲
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
、「
生
き
生

き
と
し
た
組
合
と
職
場
の
活

性
化
を
探
る
」
と
題
し
て
講

演
を
行
い
、
自
身
が
書
記
長

を
つ
と
め
た
江
戸
川
区
職
労

で
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
、
夜
間
休

日
診
療
、
旭
山
動
物
園
の
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
。
最
後

に
、
逆
境
の
と
き
に
こ
そ
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
発
想
で
、『
住
民

が
何
を
求
め
て
い
る
か
』
を

仲
間
と
議
論
し
実
践
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
参

加
者
に
投
げ
か
け
た
。

中
央
本
部
か
ら
は
、
首
藤

公
企
局
長
が
本
部
提
起
、
千

葉
現
業
公
企
事
務
局
長
が
道

本
部
提
起
を
行
い
分
科
会
を

行
っ
た
。

最
終
日
は
、
各
分
科
会
報

告
を
受
け
、
全
体
討
論
で
は

札
幌
市
労
か
ら
「
豪
雪
救
助

隊
」
な
ど
の
取
り
組
み
の
報

告
を
受
け
た
。

ま
と
め
で
湊
現
業
公
企
評

議
長
は
、「
他
の
単
組
の
活
性

化
の
取
り
組
み
に
学
び
な
が

ら
運
動
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
参
加
で
き
な
か
っ
た
仲

間
に
広
げ
よ
う
」と
話
し
た
。

朔 風住住住住住住住住住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民民民民民民民民民
はははははははははははははははははは
何何何何何何何何何何何何何何何何何何
求求求求求求求求求求求求求求求求求求
めめめめめめめめめめめめめめめめめめ
てててててててててててててててててて
るるるるるるるるるるるるるるるるるる
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JICHIRO スケジュール
２００８年９月

５日�金 全道自治研集会（札幌市）

９日�火 第２４回道本部執行委員会（札幌市）

１２日�金 第３８回道本部書記評総会（～１３日、音更町）

１７日�水 道本部組織強化委員会（札幌市）

１９日�金 全国介護集会（東京都）

２０日�土 女性部第２３回定期総会（～２１日、札幌市）

自治労北海道本部
第４９回定期大会

10月2日�木

3日�金道本部ホームページ

ホテルポールスター札幌
組合員専用ページは

札幌市中央区北４条西６丁目

全日本自治団体労働組合
北海道本部
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自
治
労

自自
治治
労労

保
育
集
会

保保
育育
集集
会会

す
ご
い
！

すす
ごご
いい
！！

募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集中中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！！！

チ
ケ
ッ
ト
当
選
者

の

は

８
月
１
日
か
ら
３
日
ま

で
、
山
形
県
上
山
市
で
開
か

れ
た
第
２９
回
全
国
保
育
集
会

が
開
か
れ
全
国
か
ら
１
６
０

０
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
昨
年
北
海

道
で
開
か
れ
て
い
る
大
き
な

集
会
。
来
年
は
、
鹿
児
島
県

で
開
催
す
る
予
定
。

保
育
現
場
に
規
制
改
革
の

動
き
が
強
ま
る
中
、
全
国
の

保
育
関
係
職
場
の
組
合
員
が

集
ま
り
、
保
育
の
社
会
的
役

割
、
子
育
て
支
援
、
保
育
指

針
、
労
働
条
件
確
保
な
ど
多

く
の
分
科
会
や
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
で
学
習
し
、
参

加
者
に
は
目
か
ら
鱗
の
集
会

と
な
る
。
自
治
労
の
保
育
集

会
は
す
ご
い
。
今
回
の
集
会

参
加
者
２
人
か
ら
感
想
を
い

た
だ
い
た
。

６６６６６６６６６６６６６６６６３３３３３３３３３３３３３３３３
周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年
原原原原原原原原原原原原原原原原
水水水水水水水水水水水水水水水水
禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁
世世世世世世世世世世世世世世世世
界界界界界界界界界界界界界界界界
大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会

めざせ核廃絶�

長崎大会で、広島から長崎に、ピースフラッグが手渡された＝８月７日
子どもたちの花笠音頭ではじまった保育集会

不不
安安
なな
くく
働働
けけ
るる
職職
場場
にに

全
国
保
育
集
会
に
参
加

し
、
全
国
各
地
の
児
童
館
や

学
童
保
育
で
働
く
方
々
と
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

お
話
を
聞
き
感
じ
た
こ
と

は
、
ど
の
都
市
も
労
働
条
件

が
厳
し
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
労
働
条
件
が
良
く
な
い

か
ら
人
員
の
確
保
が
困
難
と

い
う
悪
循
環
に
な
る
の
だ
と

思
う
。

こ
の
原
因
は
、
指
定
管
理

者
制
度
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
公
募
の
た
び
に
、
今
後

も
働
く
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
不
安
の
中
で
働
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
状

況
で
は
優
秀
な
人
材
の
確
保

は
困
難
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
と
は
と

て
も
考
え
ら
れ
な
い
。

今
後
は
、
指
定
管
理
者
制

度
の
撤
廃
と
労
働
条
件
の
改

善
を
訴
え
て
い
き
、
働
く
人

達
が
不
安
な
く
働
く
こ
と
が

出
来
る
職
場
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
と
て
も
重
要
な
こ
と

で
あ
る
と
感
じ
た
。

８
月
４
日
か
ら
広
島
で
、

７
日
か
ら
長
崎
で
、
被
爆
６３

周
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

が
開
か
れ
、
北
海
道
か
ら
全

体
で
１
１
２
人
が
参
加
し
た

（
長
崎
は
２４
人
）。三
団
体
共

同
開
催
核
兵
器
廃
絶
２
０
０

８
平
和
広
島
大
会
に
は
約
６

５
０
０
人
が
参
加
し
た
。

高
木
連
合
会
長
は
、「
唯
一

の
被
爆
国
の
労
働
組
合
と
し

て
国
際
的
責
任
を
全
体
で
確

認
し
よ
う
」
と
述
べ
「
２
０

１
０
年
核
拡
散
防
止
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の
再
検
討
会
議

の
実
行
あ
る
合
意
を
め
ざ
す

た
め
、
１
万
人
署
名
を
取
り

組
み
、
核
廃
絶
と
世
界
平
和

を
推
し
進
め
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

集
会
で
は
、
今
も
苦
し
む

被
爆
者
の
報
告
を
聞
き
、
参

加
者
は
反
核
の
誓
い
を
新
た

に
し
た
。
現
在
、
原
爆
認
定

基
準
は
、
被
爆
者
の
実
態
を

反
映
し
た
制
度
に
な
っ
て
い

な
い
。

８
月
６
日
、
平
和
祈
念
式

典
ま
と
め
集
会
で
は
、
福
山

原
水
禁
事
務
局
長
が
「
右
傾

向
の
政
府
与
党
を
変
え
な
い

か
ぎ
り
、
核
兵
器
廃
絶
は
あ

り
え
な
い
」
と
訴
え
た
。

保保
育育
のの
意意
識識
変変
わわ
っっ
たた

私
は
山
形
の
米
沢
に
あ
る

県
立
短
大
を
卒
業
し
、
そ
の

後
函
館
市
の
職
員
と
し
て
保

育
士
に
な
っ
た
。「
山
形
」
で

開
催
と
知
り
、
懐
か
し
さ
と

う
れ
し
さ
と
が
あ
ふ
れ
自
分

か
ら
「
行
か
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
お
願
い
し
た
。
卒
業

後
１６
年
、
あ
の
頃
と
変
わ
ら

ぬ
優
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
胸
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
会
場
で
は
ま
た

別
の
感
激
。
子
ど
も
た
ち
の

花
笠
音
頭
は
本
格
的
で
、
舌

を
巻
い
た
。
大
棟
耕
介
さ
ん

の
記
念
講
演
で
は
、
自
分
が

前
の
め
り
に
な
り
な
が
ら
笑

い
、
共
感
し
、
感
動
し
た
。

自
分
の
目
の
前
の
子
ど
も

を
、
わ
た
し
は
前
の
め
り
に

さ
せ
る
魅
力
あ
る
保
育
を
し

て
き
た
だ
ろ
う
か
…
。
自
分

の
保
育
を
振
り
返
り
反
省

し
、
こ
の
全
国
集
会
で
な
に

か
を
つ
か
も
う
と
い
う
意
気

込
み
に
変
わ
っ
た
。

分
科
会
報
告
の
内
容
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
熱
意

と
や
る
気
に
圧
倒
さ
れ
た
。

ど
の
都
市
も
目
の
前
に
い
ろ

ん
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、
常
に
前
を
向
き
積
極
的

に
運
動
を
す
る
こ
と
で
保
育

行
政
に
立
ち
向
か
う
姿
勢
こ

そ
が
大
事
な
の
だ
と
、
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

こ
の
３
日
間
は
学
ぶ
こ
と

が
あ
ま
り
に
多
く
「
も
っ
と

聞
き
た
い
」
話
ば
か
り
だ
っ

た
。北

海
道
の
他
都
市
の
参
加

者
の
声
も
実
に
参
考
に
な
っ

た
。
勤
め
て
い
る
保
育
園
の

子
ど
も
の
こ
と
で
い
っ
ば
い

で
、
組
合
活
動
に
積
極
的
で

は
な
か
っ
た
。
そ
の
私
が
こ

の
保
育
集
会
で
、
自
分
の
保

育
を
改
め
て
考
え
直
す
と
と

も
に
、
次
世
代
の
保
育
に
対

す
る
意
識
も
か
わ
っ
た
よ
う

に
思
う
。
保
育
行
政
に
流
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
保
育
士

自
身
が
主
導
に
な
り
子
ど
も

と
保
護
者
支
援
の
た
め
に
築

き
上
げ
る
保
育
こ
そ
が
市
民

に
求
め
ら
れ
る
公
立
保
育
園

の
役
割
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の
保
育
集
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

心
か
ら
感
謝
し
、
保
育
へ
の

意
識
改
革
も
埋
も
れ
さ
せ

ず
、
常
に
前
向
き
に
行
動
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

映
画「
ふ
み
子
の
海
」

第
１
９
５
６
号
の
映
画
チ

ケ
ッ
ト
は
、
抽
選
で
、
佐
藤

貴
子
さ
ん
（
全
・
渡
島
）
中

村
奈
緒
美
さ
ん（
滝
川
市
職

労
）大
野
圭
一
さ
ん（
全
・
後

志
）が
当
選
し
た
。

どうする!?
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今
回
は
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル

の
事
前
了
解
を
撤
回
し
た
福

島
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
検
討

会
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
ま

で
の
経
過
を
掲
載
す
る
。（
次

号
で
終
了
）

福
島
県『
検
討
会
』ま
で
に

起
き
た
こ
と

■
１
９
９
９
年
９
月
、
東
海

村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
工
場
の
臨
界
事
故

■
１２
月
、
福
島
原
発
ベ
ル
ゴ

ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
社
製
Ｍ
Ｏ
Ｘ

燃
料
搬
入
■
９
月
、
福
井
原

発
に
装
荷
予
定
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
デ
ー
タ
ね
つ
造
発
覚
■
１２

月
、
関
西
電
力
装
荷
を
断
念

■
翌
年
１
月
、
東
京
電
力
、

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
福
島

原
発
に
お
け
る
実
施
の
延
期

を
県
に
申
し
入
れ
。
同
燃
料

に
か
か
わ
る
デ
ー
タ
の
公
開

が
焦
点
■
８
月
、
市
民
（
団

体
）
が
福
島
地
裁
に
燃
料
デ

ー
タ
の
公
開
を
求
め
Ｍ
Ｏ
Ｘ

燃
料
差
し
止
め
請
求
訴
訟
、

仮
処
分
の
申
請
■
翌
日
、
市

民
が
求
め
て
い
た
デ
ー
タ
公

開
が
な
い
ま

ま

通

産

省

（
現
・
経
済
産
業
省
）
は
、

燃
料
使
用
許
可
証
を
交
付
。

同
計
画
へ
の
事
前
了
解
４
条

件
の
一
つ
で
あ
る
同
燃
料
の

安
全
性
確
保
反
故
に
し
た
■

２
０
０
１
年
２
月
、
福
島
県

知
事
は
プ
ル
サ
ー
マ
ル
受
け

入
れ
を
拒
否
。
３
月
東
京
電

力
は
福
島
第
１
原
発
で
の
Ｍ

Ｏ
Ｘ
燃
料
装
荷
を
断
念
■
４

月
、
福
島
県
知
事
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
検
討
会
」
立
ち
上

げ
。
月
２
回
、
テ
ー
マ
毎
に

推
進
・
慎
重
双
方
の
専
門
家

を
招
き
行
わ
れ
た
■
２
０
０

２
年
８
月
以
降
、
東
京
電
力

の
ト
ラ
ブ
ル
隠
し
、
デ
ー
タ

改
ざ
ん
が
発
覚
■
１２
月
に
、

福
島
県
は
「
中
間
と
り
ま
と

め
」
を
行
っ
た
。

福
島
県
は
、
こ
の
「
中
間

と
り
ま
と
め
」
の
最
後
に
、

国
に
対
し
て
３
項
目
の
要
旨

を
提
言
と
し
て
発
し
て
い
ま

す
。
次
号
で
は
、
そ
の
要
旨

を
掲
載
し
ま
す
。

ス
コ
ー
ル
の
よ
う
な
集
中
豪
雨
、
竜
巻

や
突
風
、
季
節
は
ず
れ
の
台
風
な
ど
、
温

暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
と
思
わ
れ
る
状
況

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
サ
ミ
ッ
ト
開
催
も

あ
っ
て
福
田
首
相
は
太
陽
光
発
電
を
２０
年

に
現
在
の
１０
倍
、
３０
年
に
４０
倍
に
す
る
と

し
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
は

ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
た
日
本
の
企
業
も
、

今
や
ド
イ
ツ
や
中
国
に
抜
か
れ
、
特
に
ド

イ
ツ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
固
定
価

格
で
高
く
買
い
取
る
制
度
は
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
飛
躍
的
に
普
及
促
進
さ
せ
ま
し

た
。
日
本
で
の
導
入
も
望
ま
れ
ま
す

が
、
福
田
首
相
は
抜
本
的
な
対
策
ま

で
は
踏
み
込
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
電

気
料
金
に
跳
ね
返
る
こ
の
制
度
は
、

家
計
の
費
用
負
担
増
も
Ｃ
Ｏ
２

削
減
費
用

で
相
殺
で
き
る
水
準
で
あ
り
、
石
油
高
騰

の
現
状
か
ら
も
脱
化
石
燃
料
化
を
社
会
全

体
で
進
め
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

普
及
促
進
し
よ
う

道本部＝機関紙
◆
道
本
部
で
組
織

拡
大
の
任
務
に
就

い
て
今
年
で
９
年

目
に
な
る
。
こ
の

任
務
は
書
記
局
に

座
っ
て
い
て
も
成

果
は
得
ら
れ
な

い
。
今
年
の
手
帳

を
め
く
っ
て
み
る
と
、
ほ
ぼ

２
日
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
外

泊
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
普
段
か
ら
家
に
い
な

い
の
で
、
お
盆
に
４
カ
月
ぶ

り
の
散
髪
へ
行
っ
て
き
て
も

家
族
に
は
誰
に
も
気
付
か
れ

な
い
。
◆
父
親
と
し
て
、
ち

ゃ
ん
と
子
育
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
な
い
こ
と
を
責
め

ら
れ
続
け
て
い
る
間
に
、
子

ど
も
は
２
人
と
も
中
学
生
に

な
っ
て
い
た
。
道
本
部
専
従

に
な
っ
た
年
、
小
学
１
年
生

と
保
育
園
児
だ
っ
た
子
ど
も

を
連
れ
て
日
曜
出
局
し
た
と

き
に
、
書
記
局
で
サ
ン
デ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
て
い
る

富
山
書
記
長
（
当
時
）
に
子

ど
も
達
が
話
し
か
け
、
す
っ

か
り
邪
魔
を
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
今
と
な
っ
て
は
懐
か

し
い
。
◆
こ
の
子
ど
も
達
が

や
が
て
社
会
人
と
な
っ
た
と

き
に
人
間
と
し
て
の
誇
り
を

持
っ
て
就
労
で
き
る
よ
う
な

世
の
中
で
あ
る
た
め
に
も
、

未
組
織
労
働
者
の
組
織
化
を

通
じ
た
社
会
的
多
数
派
づ
く

り
に
力
を
注
ぎ
続
け
た
い
。

（「
父
早
帰
り
」
の
松
岡
）

写真・まんがコンクール

写真・まんがは、組合員、家族、退

職者のみなさん。機関紙は、各単

組・総支部からのご応募お待ちし

てます。

★９月１０日締め切り

くわしくは、所属組合または道

本部（０１１－７４７－３２１１）まで。

★ホームページ（単組・組合員専

用）の８月８日をご覧ください。

自治労道本部のホームページ www.jichiro-hokkaido.gr.jp

きんちゃん
の

国会だより
�

話話余余中中忙忙

林

香
月
さ

ん

（
函
館
市
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